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研究機関紹介

モ立クメール大学法経学部

Faculte de Droit et des Sciences Economiques, Universite Royale Khmere 

I i士ヒめに

りンポシ7の首爪子／ン J l〆（Phnom-Pen川市街全1N

北に走ってし、る Monivon日大通りに抗｝－＇て南干すると，

）直；上市街の南端部近（で大き〈左ピ！日！ぷっ〈くる。 tノ l

うピその:iii（！）曲が：J. ）端のあとり， 1.',J/pっ CIし手にf,J_;:

；：：，新しL、いくつかの建物がここに紹介する「主>I：ケメ－

，，大学法統’y’部jc/1校舎でふる。門学部は主主物自体L・" 
して偉存を誇るというわけではなく，生徒数も 600名処

c'，一lの小規＋trの学校？はあノム〉が，力，ボジアにおし、ては，
いわばわが国の東大法学部にも匹敵する性格をもった於

吋！？府なの｛「ある

日 設立および歴史

カンボジアがフランス植民地からの政治的独立を達成

Lたのは，＇.＼＼：.？次大戦役， 1川同年llJJ8 13のこ土であリー

このとき｜ブランス連合内での独立」を獲付Lたのであ

. p。その｜司じ年，独立に先立つこと 9カJjばかり， 111']

q:.? Jl 1611 にさ1学郊の前身であり， i'J、っカ；ホジアにお

ける最初の高等教育機関でもあった Institutd’Etu<les 

J uridiquesヒtEe川 wmiquesカtrりンポジア（／｝行政.;J、

律および経済分野での人材を養成するj日的のもとに；没

ウされてLろ。

したがりて現在までに＇＇ i法経学部はわずかに15年の歴

史そ有すろにすぎた、、。しかし，その発展の過税は繁い

力，ポジγヲ．国flf{; c'J国家建設過重己と軌を iごしてL、，：，

l，＼で，まことに有意義なものがあると思われる，

；て，約I]i，：、＇1初心＇） 1'iii;t己lnstitutIt ''i II寺0,Faculte , le 
Drnit《le]'In《lochineの符理下におかれ，学科の内符も

,・"pacite en Droitに相当＇1jノム diぃ！timetl' t・1 udes pra Ii 

que討をJ受l:j“する程度にすぎなかった..J ル、で 1952{f.に
す、：i,In,1itu1.は F山 ult己deDroit ,le l’I町 lochineの件

珂ドから離れ， Facultede Droit de Parisの援助去を

けることになぺた。 1953年5月 15日には，その名称、も

In同itutN川ional d 'Etudが Juridiques, f'olitiquトけ

Bo 

Economiques du Cambodgeと改称され，学科コースも

は pacit止に相当す.（， cycle d’Etudes Pratiquesと Lice-

neeに相当する cycled’Etudes Sup釘ieuresの二つが

泣定された。 195！＞年に至•）て， 7 ヰンスはフランス本国

での dipl6meとカンボシアでのそれとの等価を承認し

ヤいるつどうして着々と Faculteとしての内符を具備し

九日た lnstitutは， 1957年8J1九日付法律によぺて，

つU、に Facult忌deDroit et des Sciences Economiques 

de Phnom Penh ，＼：なったcコースも Capacite,Licence, 

Doctoratのさつを完備するにいたゥた。

さらに1960年 1月13日に弔って，「i吉：等教育と科学的研

究の遂行を宵と L，カンボジア壬聞における全高等教育

機関を統子干したiE三ろの「王立クメール大命」（Unive咽

了引teRoyale Khmere, U. R. K.）が創立されるに及んで，

Facult長《leDroitはその一学部とな。たのである。なお

''1学部が NorodnmSihanouk現国家元医による多領の

個人的献金などにより新建築を完成し，曽頭に記したよ

らな現合：f也に移転Lたのi.＂！：：た，これと阿仁年の二とで

あったり

ちなみに，主τ空ケメール大学は三の法経学部のほかに

伝学部（F紅 ulteRoyale cle Med凶ne），理学部（Faculte

des Sciences），文学部（Faculte des Lett閉めから構成さ

れてL、たのであるが，ごく最近 (19t'i4年lOJJ9日〉に至

寸て教背学部（Facultede Pedagogie，おそらく従来から

存在している InstiiutNational Pぷlagogiqueがとれに

あて九れるものと忠われる）と薬学部（Facultede Phar-

macie）が三れに付加されることが Sihanouk元首c］・宰

び）会議で決定された。

:tた同時に，主立ケ Jール大学以外に，新たに［王立了．
f i大学J(l lnive刊i1eTechnique Royale Khm告re,tl’r. 

R. K. ーとれにはソ連援助でごく最近完成したInstitut

ト，uperieurT‘echnique de l'amitie Khmern-sovi臼ique

などを合む），「王立コンボン・チャム大学」（Universit長

Royale de Kompong Cham, U. R. K. C.），「王立農業大

手I(Univεrsit長 Royaledes Sciences Agronomiques, 

U.R S.A.），「王立美術大学」（UniversiteRoyale des 

Iたaux-Arts,U. R. B. Aふ百二立カLポット・勺ケオ大γ’J
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((Tniv引叶tcR"yale rle I‘~ampot Take《h 1:l R. K. T）び｝

日大学を告11/tする二三 t決定されたJ 独歩iスすと， Lくに
}J f士人jしてヲ，＇三この｜向の教育発展政策点、初等教育， r十，

等教育企経て d ,;.  ＇にここ t

な拡大発展C '/Jj首がill］（）イLてきたのでふ勺

J'),J-(7) :1 ；＇.‘；二、 iit,f;:c＇）りシ；ドシ fにおけるおさF教育機
関と L ては「！二立行政学校 I!Ecole Royalぐ《1・4ι＇＼dminist

rat in川がtr(了することを付けり［！えとお三ろ

田機構・スケ、＇／ 7 

Faculte Eた rJ 「↓'J.f量の汁 ι子｛(i,n·~；： /;~ I:'.: !Doyen〕；士

Jean lmhert ( 1959～fill, Rene Rohlot(l9fil～r;:l),:r）各

11:合経て，｝hJ1'tは ・＇Jン＇.－＇シ 7 人 llm円、 R：川氏が1%:l作

以来そのIf；こふろ 勺年：-l8歳，泣；γ：j1ff二（＇Jf,i]J＼（士主f士、！？

｜ほの！雪上と認会議民でもあ；］，か f ）つ弓 J ス誌は1rr,f]Phno111-

Iう，，，！， I'rcss，・ び，uw;;10Uにでもある＇ l~］ J℃の乍／，＇i論文“Les

frontierc, cl仁 lafoute pcrsnnnelle ct dと la fautc d幻

service en l)roit Admi日1叫1atif Frnrn;ais、。 t土I%'.111:,~ 
パリで出版 ＇＊＂三（

っきに：l:2t, tc：数えζ〉教段陣を見ろと‘ これには 7 "7ン

ス本l司/J，ん派遣されでき，とつラ Lス人＇f:Rーがきわめて正re

要！（部分ヰ：iiめていろ J 今資協の｜：かう守防してみる壬

この教ね伸lt大杓2f'話、f/jに分けんれ）：，' そわ第 litii二教

fそゆI円ie"eurstitulairt三SI で 1%:l./61や11:c円持，｝{;' :: ;/ '・ 

に該＇＇ i寸る教綬；土全rwで 4t，であ，，允が， うt,－；弓 J ス
人が：ir：‘ ・I）じ ;f、ン 7 人It；／ヲず力、に Jt，むか／たι ii~ 2 
ii；再！＇：iii／くhar日制 dゼ courset d'en町 1日nemenfiで、 1,:1r 

]'.l(i3 'ii4'/:1f1／〕JlI介、 ＇.！K人のうちブうニミ人がHf，，カ L

ォ：ジア人がEif，の;i;:rJ（；で.t・，－，たりなお二の：IJにIt, 11＇宇

部教筏陣存何不足を補うために起用されどカンボジア：攻

J(,f,7)i',百級’i'＇，・，.E,行政令，司法’ιさらには'Jl、議｝ーや Lycec

研究機関紹介

の教奴たんも少なくなヤn

ち，， ＇学生はとし、え（ f，カンボンア人に混じって少数

ながら勺国（f{l＇.のプランス人もおり、学生中にはすでに

就職してL、る人（とくに多いのは有志川〉たくさんし、ど〉土

、＇：ニ！t；＇；である，二れ人学生は止：： 1'見学生がもちろんほ
土んどであるが，それ以外にn由聴講生（aucliteurlihr引
の市I］／！；［が設けんれているい

や科コースやその制度はブうンスとほとんど同様で，

下かん順にじtpacitt',Licence, Doctoralに分かれてお

人 J受業はず、てつ？／ス訟で行なわれているu 以下，

Tic I 見：t•f:_,J)J易；＇；に J丸、て．そのコースと学業内字予を簡単

に紹介LKう》

主ず Capaciteであるが入学資格は brevetd’etudes du 

pr引niercycleある U‘は dipl6mecl’etud白 sccondaires

du premier cycleの所有者であるこ士が必要で，これら

の育資格朽のうち試験にtって選抜された若が入学を許

可される 2年の修業期間のろ h最初jの1年間はiti匿の

於うそをう It, 2年fl；と各nの匂攻学科，すなわh法律学
科（SectionJnr凶 que），経済学科（SectionEconomique), 

行政学科（Sect,onAdministrative）の三つに分かれる。

これ（＇の各課程を終了すれば， Capaciteen Droitの資

？？？が勺えられろ｝

つぎに Licenceであるが，入学資核は l山 ccalaureat

completの所有者とされ，無試験で入学できる。なお

（ 

f enわr【，itと称してL、る〉で、Li《・en【eにj隼学を希望するf

ft’式111実｛，：行な J》た上で入三干：を2午・，1f主れるれ L enceの

修業！窃i浪l士t年問で．授業は最初の2年間l土共通（この
'.2 ｛干の課程修了者を Bacca！川，daten Droit .~い弓），1を

の 2，，：問は各専攻学科に分かれろ＇ ''i学部の場合，この

1iF'r.'t・fll土私辺、（Droitpri、マt，一

？汗ρ戸（Econo【nieP打litique）の三つがある q この 4カ年

。）課程を終了すれば，法学士（Licend,,en Droit）の称

号が許される、

lt:, fをに］）りどtoralのコースであるが、 これへの入学者

! t T .iccnceの終了riの内かん入学試験によって選ばれ

ら）修業年限は 1年問、専攻は干M-t(Droit prive），公法

(Droit public：，経済（Sciences Economiques），政治

(Science Politique）の［可つに分かれてレる nなおDoctoral

コーえの学生は， 1 {f-M' fの後， D E. S. （二 Dip]t,me

d’Etude只 Superieurs）を取得しておくことが必要Eされ

る。これが学位論文提出の前提とされてレるからであるc

いES，の式験は主ず筆記試験と研究報告のレジ，，＿ I提

81 



Ⅳ　調査研究計画および出版物
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:11，かふ川、 PベナればつぎにIId長審査がirtd , ~1 ‘ょAI 

•：， すべてに合？？？して初めて Di]品me dと受｝与することが

守きる「なお当学部は博i二号を授与しうる資格があるが，

ノ；－－ 11主で ll.E.討を得た者1土多数いるけれど L守inギ
ィ；Jを、Jr＇？剖MhりJ:t＇＜得した者ーは W，どいた＼ • •• 

↓、／， l紹介してきた、＇ 1学部の Capacite,Licence, Docto 

r礼tC') :l諜f¥'1ニJ ，，、て、その学生数を 1%：－，年以来の谷{f.

!''.:-'¥JIJにLよると＼＜＇il衣のごとくであり，総数i士少ないなが

「）毎年十tl''r の勢 C't普加しつつあることがう~I （，）［，今絞の

jそう♂）伸長が期待主れろ

ft 1表 l「M'liitピ｛｜《』 Thoi1 ・71・／’i以

ぷ！＂，＇
Capacite Licence n，》ctoral

年度

1甘5:3/54 47 :l9 
1954/SS 日リ (i() 
195S/5fi 77 58 
1%6/57 L'.O 98 

1~157/58 lJh 95 2:l 
1958/5'1 151 86 20 
1959/6() 148 1:,0 1,1 
1960/b] 157 1・15 ］（｝ 

1961/62 22[ 201 
J<J62/6:l 249 248 ［〈与

]96'.l;fi,j “t 〉ドリ〕• 】 :¥o:l 

( llJ戸Ii) 1954/55かi》1962/6'.-l 1ドI［までは Jlnnuaire
バtatistiqu，’duC’，.11nhodgc, 1962 iこ， /ti!l t Facult心
rle Droit ご内’官1;;J,cj，，：：よろ

一方，教育すi(¥linisterc de !'Education Nationak) J二

等の－）；iiとしての＂ i学部の予算規模を見ると， 19644て！支

では 72向万6484IJエル（公定で決算すると約7:300万円ill

・'L' ）：な J てお i人前年度に比してたL、した情/Ji！はたか

主t:. ！二J員数千・のらち人it・費が大部分を；片め＇ !(J 
:i407Jリエ lレ町 これに対Lて資材費はがJ]'J()7jIJエルに J

きなし

ぺぎに付属阿古館；lこっL、口、えlI，上弘｛E波書数はがj

7000j)骨で t事＇IJ' l'.:,;J書館員l士，11，である l i汚苫‘のほとんど

伝部i上プ弓＞ .',,m'♂，;1:;：物であり， t主治＝にit力Lぷ／ア，iii

,1）書物が］（）（）冊どんし、と、岐認の↓号物が引よ I)[I叫ltfll.':t",

ず比「｝れるにすぎな，，， ブヲ／ス誌の文献もほとんと戦

徒出版の｝；＇!jliJC）上うであるい同；！；：j長料の之L＼、このf-iijで

は， とくにごの付属図書館の充実が緊念蚤要事でJi,るこ

思われるが， 二JL に、！？ご i ， れる翼•}Hl土196:-l, 1 %4 f,1,j '.f＇包JI:

に｜υ］額の27万5:330リ工 FレL公定で約280万l1J, it;frc1i’y 

坊では約］（）（）万［工l< (, ¥ ）に「ぎない，

82 

IV 調査研究；t十両および出版物

守＇r法経学部を！！＂前 1[11こ訪ねると、構内に生徒や教授の

姿を見かけることは少なく，わずかに事務室と阿古館が

問かれているにすぎないι とし、うのは，前述したように

、11午、部の教授障に高級官吏やその他の兼職者が多いこと

や学生同にも就職官吏などが多いため，授業が夕刻か，，

t支出にかけて開講されているからであるりこの上うな状

況カBら容易に察せられる上うに，現在のところ，、門学部

内にはいわゆるアカデミソケな雰囲気Eいうものは正直

に，：，－，，て少なく，卒業午も苧二円ーを志す汽はほとんどし、・・r,
大部分はi白j級宮夜／、の道乞.＇.： il口、る｝したが r，て現｛I'

、【l’I’部内での総Mr-1研究H品l]ti:り，，Jj両iたりという土のは
あ主り存在二Lでし、なャ実情にあるわしカーl, ~限守人に／〉

レていえば，たとえばフランス人教照の内にはカ LボJ

アM’先に非常な興味をお，，てこの匝に来て，滞在中に好

研究を完成させと〉人も多仁一！王カンボジア人教授たれ

1，「！［可の政治経済につU、ての研究を進めており，議義内

ねに十それを反映させるべく努力がなされてL、るι 研究

機関の之しいこのi司では，やはり、－~学部は般市水却をけ〉

〈や術研究機関だとL、わざるをえない

とこ Fちて＼そ行した教柊たちの研究成果は，これまで

本宇部から業宮「ケメールお上びアンア研究J(Etudes 

Khmeres et Asiatiques），お上び「法経学部紀要J(Annalcs

rle la Facult,, de Droit）の形で／l¥版されてきた仁

上寸前ニ？？の ケメールお上びアシア｛，庁究i政吉に属す

るれ 0)1::してi士， JeanThierry, J,’evolution cl<’fa COIi 

dition ,fr la j，’lltn1<＇ 仰の川t 1，，刊 i' Cami川df{i，’JI
(Phnom-I》enh,1955）があり、これは著者の J；リ it科大

’下..C')学｛.＇r.請求論文となーJこ一、

・ }j, 1 ft経学部紀要jは1960年に第 lそきを出して（二

れはr)ii.ti己議lf・の第三巻に相＇＇＼することに tf仁J 3てし、る）

J..:J、米， 1961年に第 2 巻， ？，~ーの 2 冊， l%2年に第4をと，

これまでに 4冊出版されている d い空二;ft.－，の内科を長tl

観すれば、約 2＇｛をが前学部長 JeanTml陀 rt教照の“IIi-

メtoircdes Institutions Khmt'守C♂（207p.）と題する1p.1,1:

の研究織にであらのを除き，他の：l巻はL、ずれも各教N':

・説（：1ド／こちに上るj数似の研究論文の集1&-ciふり，研究主i

象tほとんどす Jよごカン；j＇、〆アの法律、政 If，，経済にI'll]
ずどp丸山で」ηど，

r l本でiHU1「される機会もほとんどなし、と忠われるの

に以下，：怖をレEわずこれら紀要所収の諸論文に Jル、

じその許-r,・とγィトルを掲げておこう
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第l巻， 1960年， 203p.

(1）私法関係

Jean I I止marcl，“Ventea credit et Repre制 onPenale’＼ 
Jean l¥loriぱ九“LaTontine contrat asialique dピcredit

mutuel, dans la legislation et la pratique camho-

dgiennes". 

Andre Roux，“L’Inclemnisation des Victim酎 d’acci-
dents cau必sou subis par des conclucteurs de 

cyclo pousse et remorques". 

Fran＜；＜川 Terre，“LaNati日nalit品d’origirwen droit 
camhodgien” 

(2) 経済学関係

Mau S川、 uLa恥rlonnaic（、.ambodgiennea l'hぐuredu 

Fond, ¥!onetaire International”． 
Michel ¥1oret，“Les Prol,l全mesfinanciers de la Jeu-
nesse”岨

(3）公法関係

M. Dufaur町“L田 modalites【JesElections au Suffrage 

Uni、er批 lau Cambodge". 
Jean・L川 lト deCorail，“La Situation .luridique du 
Fonctionnaire Cambodgienぺ
A町 Homont，“La Notion de Depense Publique au 
Cam hodge". 

第2巻， l川 lff，既述。

第3巻， 1%1午、 304p.

(1）公法関係

Andre Homont，“La Commune Combodgienne’＼ 

(2）経済ヤ関係

お.fau片山、！？“L'Emissiondu Riel, ses particularites et 

ses pr引いli,rnes”．
Jean Hue！，“Documentation白tStatistiqu剖 A記ricole
au Cambodge” 
Pierre Lintingre，“Re自exionssur des Statistiques 
concenwnl l'enseignement au Camb削除e.・・

(3） 布、 ／1'I旬｛系

FranGois Terre，“じAcquisitionde la Nationalite 
Cambodgienne". 

Meas-Saem，“L'Introduction du droit moderne clans 
le Iむり1リmedu Carnhoclge” 
Marcel 仁lain》n，“Notions Es~entielle沼山 Dr《汁 t du 

Tra、礼iiau Cambodge” 

第4巻， 1%2年， 251p 

(1）公法関係

Claude ( ;j] I es-Gour，“Hierarchie des textes ct respect 
de la l山aliteen Droit public Cambodgien” 

Pierre Fa¥iri,・ius，“Le Congr出 Nationalet la 刈 uve・
rainete du peuple au Cambodge”． 
Robert Dubois，“Les Origines de la Neutralite 
Cambod日ienne”

研究機関紹介

(2）私法関係

Jean Morice，“Le Mariage et le Statut familial de 
la femme au Cambodge". 

Andre Roux.“L’Acquisition de la Propri臼長 parla 

possession en Droit fancier Camhodgien”． 

(3）経済学関係

Mau Say，“Les Institutions Cambodgiennes de 
Cr長dit”．

V あとがき

昨年は9月に始業 q た新学期も，今年は10月1日から

とな7 た。各教宅ではふたたび毎夜本場の流暢な7う L

ス訴の講義が展開されている。しかし、われわれとして

はこの同じ教室ですべてカンボジア人教授による，かっ

自国務による講義が聞かれうる日が1日も早く実現され

るよろ心から念願せ子にはいられないじにもかかわらず

長近の政治情勢力、らすれば，フランスのこの国への政治

的・文化的影響力はますます増加こそすれ，けっして近

い将来に減退するような見込みはま子なさそうに恩われ

てな九なし、れ

（海外派出；員高橋保）
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